
領　　域 番号 評価の観点 4 3 2 1 4+3

1 授業はわかりやすく充実している。 37% 56% 6% 0% 93%
2 学習の基礎基本の習得が、学力向上に役立っている。 51% 45% 3% 0% 96%
3 宿題や課題は、家庭学習の習慣化に役立っている。 32% 43% 20% 4% 75%
4 先生方は、生徒一人ひとりの進路希望に添った指導を行っている。 49% 44% 6% 0% 93%
5 職業理解、進路学習など、キャリア教育が充実している。 51% 41% 6% 0% 92%
6 就職指導について、キャリアアップ講座･インターンシップ・企業見学等生徒の希望を生かすよう、きめ細かな指導が行われている。 43% 52% 4% 1% 95%
7 進学指導について、個別指導・課外授業・外部模試等生徒の希望に添った、きめ細かな指導が行われている。 46% 45% 8% 1% 90%
8 保護者や生徒に対し、生活指導方針が明確に示されている。 44% 45% 10% 1% 88%
9 基本的生活習慣の確立や規範意識を高める指導が行われ、問題行動の未然防止につながっている。 39% 45% 14% 1% 84%
10 部活動は活発に行われている。 61% 31% 6% 1% 92%
11 文化祭・スポーツ大会等の学校行事に積極的に参加するよう支援されている。 63% 30% 5% 1% 93%
12 ボランティア活動の意義が説明され、積極的な参加を促されている。 51% 40% 7% 1% 91%
13 先生方は、生徒の抱える様々な問題を見逃さず、適切に対応している。 27% 56% 12% 4% 83%
14 学校は、体罰・いじめ・トラブル等に対し、適切に対応している。 33% 51% 13% 2% 84%
15 本校は、生徒の健康や安全が保たれるよう、計画的に取り組んでいる。 50% 44% 5% 1% 93%
16 校舎内外の環境整備が日常的に行われ、常に安全で快適な環境を確保されている。 50% 41% 7% 1% 91%
17 図書視聴覚に関する情報が発信され、読書活動の促進を通じて、本に親しむ図書館づくりがなされている。 45% 43% 11% 0% 88%
18 学校は、地域の現状と課題を理解するために取り組んでいる。 50% 45% 4% 1% 94%
19 一戸高校は、地域や他校の人たちに誇れる学校だと思っている。 45% 45% 8% 1% 90%
20 私は、ＳＤＧｓの視点で自己の生活を見直し、行動するよう心掛けている。 38% 50% 9% 2% 88%

２　進路について

３　生活について

４　その他

【生徒】学校評価アンケート結果について（令和４年12月実施）

　　　　　　　　　　（４：そう思う　３：どちらかといえばそう思う　２：あまり思わない　１：思わない）　

　アンケートに御協力いただきありがとうございました。

　アンケート回収率は、99.1%でした。本評価について、「４：そう思う」と「３：どちらかといえばそう思う」を肯定的評価とし、「２：あまり思わない」と「１：思わない」を否定

的評価としてまとめました。生徒の回答では、肯定的評価80％以上が20項目中19項目、うち13項目が90％以上の評価であり、概ね学校生活に満足していると思われます。

　No18「学校は、地域の現状と課題を理解するために取り組んでいる。」の項目は、Ｒ３年度75％から94％と大幅に上昇しました。産業社会と人間・総合的な探究の時間において、地

域の課題解決に向けた取組や少人数講話会等の開催が、生徒の意識向上に寄与しているものと考えられます。

　No３「宿題や課題は、家庭学習の習慣化に役立っている。」の項目は、Ｒ３年度81％から75％へと下降しています。本データには掲載しておりませんが、年次間の比較をすると１年

次は85％と高いのですが、２年次77％、３年次69％と年次進行で下降していることがわかりました。１年次は、Teamsを積極的に活用して課題配付等を行っており、生徒が役立っている

と感じていると考えられます。

　また、No14「学校は、体罰・いじめ・トラブル等に対し、適切に対応している。」の項目はＲ３年度89%からＲ４年度84％と、わずかではあるが下降傾向が見られました。この項目と

関連してNo13「先生方は、生徒の抱える様々な問題を見逃さず、適切に対応している。」は、Ｒ３年度84％、Ｒ４年度83％とほぼ変化が見られませんでした。しかし年次間を比較して

見ると、２年次は肯定的回答が75％と１・３年次より低くなっていることがわかりました。否定的な回答が25％あることを考慮して、適切な対応が必要であると考えています。全体的

に肯定的な評価が多いものの、前年度から下降した項目や年次間に差が見られる項目については、原因を分析し、改善に向けた取組を進めて行きたいと考えております。

　今回のアンケート結果と自由記述欄にいただいた御意見をもとに校務改善に取り組み、地域に開かれた魅力ある学校づくりに努めて参ります。今後とも一層の御支援、御協力をお願

いいたします。

１　学習について


